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平
成
26
年
度
の
各
会
計
決
算
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
町
の
業
務
や

施
策
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金

や
、
国
・
北
海
道
か
ら
の
補
助
金

な
ど
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
、
町
の
財
政
運
営

の
中
心
と
な
る
会
計
で
す
。
町
で

は
、
「
元
気
発
信
・
笑
顔
の
大
地

・
夢
開
花　

な
か
が
わ
」
の
将
来

像
を
達
成
す
る
た
め
に
、
福
祉
や

教
育
、
経
済
な
ど
の
基
本
的
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
経
費
の
大
部
分
を
賄
っ
て
い
る

の
が
一
般
会
計
で
す
。

　

そ
の
他
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
直

結
し
た
事
業
を
特
別
会
計
で
行
っ

て
い
ま
す
。
特
別
会
計
は
、
国
の

補
助
金
や
税
金
、
使
用
料
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

決
算
は
、
こ
れ
ら
の
お
金
が
皆

さ
ん
の
暮
ら
し
や
ま
ち
づ
く
り
に

ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
た
か
を
示

す
も
の
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
企
画
財
政
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
9

一　般　会　計

町　　　　　　　　　税

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

財　　産　　収　　入

寄　　　　附　　　　金

繰　　　　入　　　　金

繰　　　　越　　　　金

諸　　　　収　　　　入

地　方　譲　与　税

利　子　割　交　付　金

配　当　割　交　付　金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金（※）

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地　方　交　付　税

交通安全対策特別交付金

国　庫　支　出　金

道　　支　　出　　金

町　　　　　　　　　債

議　　会　　費

総　　務　　費

民　　生　　費

衛　　生　　費

労　　働　　費

農林水産業費

商　　工　　費

土　　木　　費

消　　防　　費

教　　育　　費

災 害 復 旧 費

公　　債　　費

給　　与　　費

予　　備　　費

歳入及び歳出内訳の金額は、千円の位を
切りすてているため、それぞれの合計額
と総額は異なります。
ただし、各割合（％）は、千円以下の位を
含めたものとなっています。

※地方消費税交付金のうち、引き上げ分の地方消費税収
　391万円は、社会保障施策に使われています。

区　　分区　　　　分

歳出内訳歳入内訳

自　

主　

財　

源

依　
　

存　
　

財　
　

源

金　　額 割合（％）

1億8,832万円

169万円

7,747万円

6,367万円

136万円

1億4,562万円

2億1,562万円

2億1,186万円

5,657万円

40万円

83万円

44万円

2,244万円

711万円

15万円

19億8,883万円

0万円

2億7,180万円

1億8,485万円

11億1,796万円

4.1

0.0

1.7

1.4

0.0

3.2

4.7

4.7

1.2

0.0

0.0

0.0

0.5

0.2

0.0

43.7

0.0

6.0

4.1

24.5

金　　額 割合（％）

2,940万円

3億5,414万円

4億7,158万円

2億9,392万円

1,529万円

5億0,460万円

1億6,942万円

5億2,048万円

2億5,601万円

8億1,293万円

5,451万円

5億6,311万円

4億2,138万円

0万円

0.7

7.9

10.6

6.6

0.3

11.3

3.8

11.7

5.7

18.2

1.2

12.6

9.4

0.0

歳出総額
44億6,682万円

歳入総額
45億5,707万円

平成26年度
一般会計・特別会計決算報告一般会計・特別会計決算報告

平成26年度
一般会計・特別会計決算報告
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平成26年度に行った主な事業

町史編さん事業

住宅新築・リフォーム促進助成

地域おこし協力隊活用事業

高齢者ハイヤー利用支援事業

中川町交流プラザ改修事業

敬老会開催・敬老祝金

高齢者世帯等住宅除雪費助成事業

冬期生活支援事業

グループホーム新築事業

健康づくり事業（入浴料助成）

中川町立診療所備品購入

新規就農誘致事業

エゾシカ被害防止緊急捕獲事業

酪農畜産振興支援事業

農産物集出荷施設整備事業

牧場運営事業

森林環境保全整備事業

未来につなぐ森づくり推進事業

林業専用道豊里誉線開設事業

ポイントカード推進事業補助

イベント活性化推進事業補助

プレミアム商品券販売事業補助

町道除雪業務

公営住宅営繕工事

公営住宅備品購入

高等学校生徒就学支援

町内遺跡調査事業

テリジノサウルス復元骨格購入

生涯学習センター改修事業

農業・林業・公共土木施設災害復旧事業

土地：29,771,549㎡
　　　（うち山林19,878,300㎡）
建物：68,507㎡

　　　（平成27年３月31日現在）

区分 事業費 【主な町有財産の現在高】

財政力指数（3ヵ年平均）
　　　0.105（平成25年度0.107）
　財政力指数は、1.0に近いほど自主
財源の割合が高く、財政力が強いこ
とを示します。

経常収支比率
　　　84.4％（平成25年度75％）
　経常収支比率は、財政の弾力性を
示す指標で、パーセンテージが高い
ほど財政が硬直化していることを示
します。

【中川町の財政力】

貯金（基金）
　27億1,522万円
　（町民1人あたり約161万円）

借金（地方債残高）
　67億4,913万円
　（町民1人あたり約400万円）

　　　※平成27年3月31日現在人口
　　　　　　　 1,686人を基に計算

【中川町の貯金と借金】

健全化判断比率
・実質赤字比率　　　　－％
・連結実質赤字比率　　－％
・実質公債費比率　　 8.8％
・将来負担比率　　　　－％

資金不足比率
・簡易水道特別会計　　－％
・農業集落排水事業　　－％

※これらの数値は、赤字でない限り
　比率がないものとされ、「－％」
　と示しています（詳しくは、広報
　なかがわ2015年11月号2～3ペー
　ジをご覧ください）。

【健全化判断比率、　　　
　　　資金不足比率】

事　　業　　名

総務費

民生費

衛生費

農林水
産業費

商工費

土木費

教育費

災害復旧費

493万円

1,054万円

1,839万円

357万円

4,995万円

323万円

146万円

148万円

1億4,739万円

563万円

3,053万円

751万円

364万円

196万円

3,815万円

2,592万円

4,031万円

865万円

2,358万円

408万円

290万円

445万円

6,604万円

4,539万円

222万円

624万円

416万円

719万円

6億169万円

5,450万円

特別会計決算総括表

介
護
保
険

特　
　

別　
　

会　
　

計

2億1,820万円
1億1,816万円
8,572万円
2億134万円
830万円
3,093万円

6億6,265万円
52億1,972万円

国民健康保険事業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業

後 期 高 齢 者 医 療
小　　　　　　　計

区　　　分

一般会計＋特別会計

歳入決算額 歳出決算額 差引額

保険事業勘定
サービス事業勘定

2億1,035万円
1億1,806万円
8,569万円
2億104万円
830万円
3,074万円

6億5,418万円
51億2,100万円

785万円
10万円
3万円
30万円
0万円
19万円
847万円
9,872万円
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永
年
の
功
労
、
功
績
に
よ
り
中
川
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
、
4
名
の
方
に
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
少
年
婦
人
（
女
性
）
防
火
協
議
会
長
賞
に
浪
花
桃

子
さ
ん（
中
央
小
5
年
）、
上
川
北
部
消
防
事
務
組
合
消
防
長

賞
に
菊
地
綾
香
さ
ん（
中
川
中
1
年
）が
見
事
に
輝
く
！

　

今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
二
人
と
も
作
文
の
部
で
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。
浪
花
さ
ん
は
、
「
受
賞
は
う
れ
し
い
、
国
語
は
好

き
な
の
で
も
っ
と
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
、
菊
地
さ
ん
は
「
災

害
が
起
き
た
時
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
と
い
う
事
を
調
べ
、

作
文
に
し
ま
し
た
。
違
う
題
材
の
作
文
で
も
頑
張
り
た
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年 

中
川
町
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た

広報なかがわ
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功 労 表 彰
（町議会議員）

渡 部 俊 彦　様（中川）

功 労 表 彰
（町議会議員）

鎌 塚 一 成　様（中川）

功 労 表 彰
（町議会議員）

坂 尻 栄 治　様（大富）

功 労 表 彰
（教育委員会委員）

笹 森 弘 志　様（中川）

平
成
27
年
度

北
海
道「
防
火
・
防
災
」作
品
コ
ン
ク
ー
ル

菊 地 綾 香　さん
（中川中1年）

浪 花 桃 子　さん
（中央小5年）
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の
仕
事
は
徐
々
に
減
少
し
て
い
く

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
林
野
庁
も

林
業
振
興
策
と
し
て
「
保
育
か
ら

林
産
事
業
へ
の
移
行
」
を
重
要
な

テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
が
、
林
業

機
械
導
入
コ
ス
ト
が
ハ
ー
ド
ル
に

な
っ
て
、
な
か
な
か
う
ま
く
進
ん

で
い
ま
せ
ん
。

　

上
川
北
部
森
林
組
合
中
川
支
所

の
直
営
班
は
林
業
機
械
を
保
有
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で

保
育
型
の
林
業
し
か
実
施
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
前
述
の

グ
ラ
ッ
プ
ル
と
や
ま
び
こ
と
呼
ば

れ
る
小
型
の
木
材
運
搬
車
両
を
リ

ー
ス
し
て
間
伐
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

土
木
の
現
場
で
は
一
般
的
な
機

械
リ
ー
ス
も
林
業
の
世
界
で
は
全

く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
浸
透
し
て

お
ら
ず
、
保
育
型
の
森
林
組
合
が

リ
ー
ス
に
よ
っ
て
林
産
型
へ
の
移

行
に
挑
戦
す
る
の
は
北
海
道
で
も

極
め
て
珍
し
い
例
だ
そ
う
で
す
。

　

今
回
、
上
川
北
部
森
林
組
合
中

川
支
所
が
リ
ー
ス
で
使
っ
た
林
業

機
械
は
、
北
海
道
で
一
般
的
に
使

わ
れ
て
い
る
林
業
機
械
に
比
較
し

て
小
型
で
あ
り
、
大
規
模
な
木
材

生
産
に
は
向
か
ず
、
そ
の
分
木
材

生
産
効
率
は
劣
り
ま
す
。
し
か
し
、

リ
ー
ス
で
あ
る
た
め
導
入
コ
ス
ト

や
維
持
管
理
コ
ス
ト
が
削
減
で
き
、

徐
々
に
林
産
事
業
量
を
増
加
さ
せ

る
計
画
の
場
合
で
も
事
業
開
始
期

に
機
械
が
遊
ば
な
い
た
め
、
そ
の

点
で
は
経
営
的
に
メ
リ
ッ
ト
が
大

き
い
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
今
回

の
鎌
塚
氏
の
森
林
の
よ
う
に
、
手

を
か
け
て
育
て
ら
れ
た
太
い
木
や

高
価
な
木
も
多
い
森
林
の
場
合
、

む
し
ろ
小
規
模
で
丁
寧
な
木
材
生

産
を
行
い
、
銘
木
市
へ
の
出
品
な

ど
と
組
み
合
せ
て
木
材
を
高
く
売

る
方
法
は
相
性
が
良
い
と
言
え
そ

う
で
す
。

　

町
内
に
は
ま
だ
ま
だ
間
伐
が
遅

れ
て
い
た
り
、
利
用
で
き
る
太
さ

に
な
っ
て
い
る
森
林
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
森
林
を
お
持
ち
の
方

は
、
森
林
組
合
や
町
内
の
林
業
事

業
体
に
ご
相
談
い
た
だ
き
、
所
有

す
る
森
林
を
調
べ
て
も
ら
っ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

中
川
町
に
は
、
北
海
道
知
事
か

ら
認
定
さ
れ
た
北
海
道
指
導
林
家

が
3
名
活
躍
し
て
お
り
、
そ
の
一

人
で
あ
る
鎌
塚
一
成
氏
は
、
古
く

か
ら
熱
心
な
森
づ
く
り
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
冬
、
上
川
北
部
森
林
組
合

中
川
支
所
は
、
鎌
塚
一
成
氏
の
森

林
を
舞
台
に
木
材
生
産
を
行
い
、

そ
の
一
部
は
銘
木
市
に
出
品
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

今
、
日
本
の
木
材
自
給
率
は
31
．

2
％
（
平
成
26
年
度
林
野
庁
公
表

値
）
で
す
。
林
野
庁
で
は
、
2
0

2
0
年
に
木
材
自
給
率
を
50
％
に

引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
、
様

々
な
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

林
業
は
大
き
く
分
け
る
と
、
木

を
植
え
、
育
て
る
「
保
育
」
と
、

間
伐
や
皆
伐
な
ど
の
木
材
生
産
を

す
る
「
林
産
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

木
材
生
産
量
の
増
加
と
環
境
保
全

を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
は
正
し
い

方
法
で
間
伐
を
行
う
こ
と
が
望
ま

し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
林
業
で
間
伐
を
行
う
た

め
に
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
も
ち

ろ
ん
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
と
呼
ば
れ
る

木
材
運
搬
車
両
や
木
を
つ
か
ん
で

動
か
す
た
め
の
グ
ラ
ッ
プ
ル
と
呼

ば
れ
る
機
械
が
必
要
で
す
。
こ
れ

ら
は
林
業
機
械
と
呼
ば
れ
、
複
数

の
機
能
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
林
業

機
械
を
高
性
能
林
業
機
械
と
呼
び

ま
す
。
林
業
機
械
は
便
利
で
す
が
、

非
常
に
高
価
で
あ
り
、
そ
の
導
入

が
多
く
の
林
業
事
業
体
に
と
っ
て

障
害
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

林
業
機
械
を
保
有
し
て
い
な
い

事
業
体
は
間
伐
や
主
伐
な
ど
の

「
林
産
」
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
そ
の
こ
と
が
木
材
生
産
量

の
増
加
や
木
材
自
給
率
の
向
上
に

歯
止
め
を
か
け
て
い
た
側
面
が
あ

り
ま
す
。

　

高
度
に
土
地
利
用
が
進
ん
だ
今

の
日
本
で
は
、
新
た
に
木
を
植
え

る
土
地
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
従

っ
て
今
後
の
林
業
で
は
「
保
育
」

上
川
北
部
森
林
組
合
中
川
支
所
が
木
材
生
産
事
業
を
開
始
！！！

■
少
し
林
業
の
お
話

■
知
恵
と
工
夫
で

　
　
　
　
　

乗
り
越
え
る

■
大
規
模
木
材
生
産
に
は

　
　
　
　
　
　
　

不
向
き

■
間
伐
の
推
進
を

丸太の切り方を相談する
上川北部森林組合の作業員の皆さん

丸太の切り方を相談する
上川北部森林組合の作業員の皆さんグラップルとやまびこグラップルとやまびこ
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町の振興や発展のために東奔西走する地域おこし協力隊の
活動の様子を紹介します

知床で目撃された
人慣れしたクマ

中川町地域おこし協力隊活動記41

な
産
地
で
世
界
の
生
産
量
の
な
ん
と

7
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
韓

国
も
隠
れ
た
産
地
で
、
特
に
智
異
山

と
い
う
地
域
で
は
、
採
取
し
た
樹
液

を
山
神
様
に
奉
納
し
、
平
安
と
豊
作

を
祈
願
す
る
お
祭
り
が
あ
り
、
そ
の

歴
史
は
千
年
以
上
も
あ
る
そ
う
で
す
。

樹
液
は
薬
効
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、

シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
都
会
か
ら
泊
ま

り
込
み
で
飲
用
し
に
く
る
人
も
多
い

と
か
。
そ
の
採
液
の
方
法
が
と
て
も

効
率
化
さ
れ
て
い
て
、
樹
幹
に
穴
を

穿
ち
、
ホ
ー
ス
を
通
し
て
液
を
放
出

さ
せ
、
更
に
そ
れ
ら
を
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
で
繋
い
で
い
る
と
い
う
の
で
す
。

こ
う
し
て
山
林
中
に
蜘
蛛
の
巣
状
に

張
り
巡
ら
さ
れ
た
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を

通
し
て
集
約
的
に
採
液
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
年
に
一
度
、
厳
し
い
冬

が
収
束
し
始
め
る
限
ら
れ
た
時
期
に

も
た
ら
さ
れ
る
、
天
然
の
甘
い
薬
水
。

な
ん
と
も
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
木
と
人

の
繋
が
り
に
、
キ
ュ
ン
と
心
が
躍
る

の
で
し
た
。

チ

リ
サ
ン

う
が

参考『樹液飲用の文化誌：
伝統的利用と技術  予報』
（2002）

　
　
　
　
　
　

先
月
号
に
引
き
続
き
、

今
回
は
甘
い
樹
液
の
お
話
で
す
。
イ

タ
ヤ
カ
エ
デ
は
、
前
年
の
夏
に
蓄
え

た
澱
粉
が
、
春
先
、
土
中
が
暖
ま
っ

て
く
る
頃
、
幹
に
吸
い
上
げ
ら
れ
た

水
分
と
融
合
し
ま
す
。
そ
の
時
期
に

幹
を
ひ
っ
か
く
と
そ
れ
が
樹
液
と
し

て
滴
る
わ
け
で
す
。
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ

の
樹
液
は
甘
く
、
シ
ラ
カ
バ
樹
液
よ

り
も
希
少
性
が
あ
っ
た
た
め
、
ア
イ

ヌ
の
人
々
に
珍
重
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

中
川
町
内
で
も
、
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｅ
Ｃ
Ｏ
の
声
』
の
方
々
が
毎
年
樹
液

の
採
取
を
さ
れ
て
い
て
、
今
年
の
春

先
に
お
手
製
の
シ
ロ
ッ
プ
を
分
け
て

頂
き
ま
し
た
。
ほ
ん
の
り
甘
く
柔
ら

か
い
味
わ
い
で
し
た
。
こ
の
甘
い
水

が
樹
木
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
と
は
、

な
ん
と
も
神
秘
的
な
印
象
を
受
け
ま

し
た
。

　

国
外
に
お
い
て
も
、
樹
液
の
利
用

が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
、
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
州
が
有
名

『イタヤカエデ（二）』
斎 藤 綾 子
さい とう あや こ

個
体
は
デ
ン
ト
コ
ー
ン
畑
に
出
入
り

し
て
い
ま
し
た
。
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
で

す
。
要
注
意
個
体
で
、
こ
の
ま
ま
居

座
る
よ
う
で
あ
れ
ば
捕
獲
で
す
。
実

際
に
は
私
が
調
査
で
歩
き
回
っ
た
た

め
不
審
に
思
っ
た
の
か
、
そ
の
後
姿

を
あ
ら
わ
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
昨
年
、

養
蜂
業
者
さ
ん
の
巣
箱
を
壊
し
た
個

体
は
捕
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

結
局
、
そ
の
後
被
害
が
拡
大
す
る

か
、
逆
に
収
束
す
る
か
、
で
問
題
個

体
か
ど
う
か
が
決
ま
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
た
だ
し
人
的
被
害
を
出
す
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
の
前
に
問

題
個
体
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
の

は
見
き
わ
め
が
難
し
い
部
分
の
一
つ

で
す
。
各
個
体
の
特
徴
を
よ
り
多
く

と
ら
え
、
個
体
管
理
す
る
の
が
理
想

的
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
も
、
目
撃
さ
れ
た

ら
服
部
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
よ
り

よ
く
知
る
事
が
ク
マ
と
上
手
く
共
生

す
る
事
に
繋
が
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

ク
マ
に
は
個
性
が
あ

　
　
　
　
　

り
ま
す
。
臆
病
な
者
も

い
れ
ば
大
胆
な
者
も
お
り
、
畑
を
好

む
者
も
い
れ
ば
、
山
か
ら
出
て
こ
な

い
者
も
い
ま
す
。
一
概
に
ク
マ
の
習

性
は
こ
う
、
と
言
え
な
い
ほ
ど
の
差

で
す
。
ク
マ
は
教
育
期
間
が
一
年
三

か
月
〜
二
年
三
か
月
と
長
い
の
で
、

そ
の
間
に
色
々
な
学
習
を
す
る
為
、

個
体
差
が
大
き
い
の
で
し
ょ
う
。

　

色
々
個
性
的
な
ク
マ
の
中
で
人
間

と
軋
轢
を
起
こ
す
個
体
を
問
題
個
体

と
呼
び
ま
す
。
農
作
物
被
害
を
出
し

た
り
、
人
を
恐
れ
な
い
個
体
な
ど
で

す
。
た
だ
し
ヒ
グ
マ
に
も
色
々
と
違

い
が
あ
る
の
は
前
述
の
通
り
。
北
海

道
で
決
め
た
基
準
は
あ
り
ま
す
が
、

基
準
通
り
の
ク
マ
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

中
川
の
例
で
は
、
五
月
に
道
路
を

渡
っ
て
い
た
個
体
が
目
撃
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
問
題
個
体
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
九
月
に
出
没
し
た

『問題個体を見きわめる』
服 部 一 雄
はっ とり かず お



　

中
川
町
に
来
て
か
ら
二
回
目
と
な

る
草
木
染
め
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
中
川
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ー
ク
ル
「
つ
つ
じ
の
会
」
の
研
修
会

に
て
キ
ハ
ダ
・
ケ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
・

ホ
オ
ズ
キ
の
三
種
類
を
使
っ
て
綿
・

絹
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ハ
ン
カ
チ
を
作
成

し
ま
し
た
。

　

キ
ハ
ダ
は
夏
の
作
業
道
の
道
付
け

で
支
障
木
と
し
て
倒
さ
れ
た
木
を
夏

の
う
ち
に
樹
皮
を
剥
い
で
乾
燥
さ
せ

て
お
き
、
細
か
く
砕
い
て
染
物
の
原

料
と
し
て
使
用
し
ま
し
た
。

　

ケ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
や
ホ
オ
ズ
キ
も

中
川
町
産
の
も
の
を
使
用
し
て
草
木

染
め
を
行
い
ま
し
た
。
中
川
に
来
て

改
め
て
森
の
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

森
の
恵
み
を
活
用
し
て
イ
ベ
ン
ト

を
行
う
と
き
に
少
し
木
の
話
や
森
で

の
取
り
組
み
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
真
剣
に
お

話
を
聞
い
て
く
だ
さ
る
姿
が
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。
そ
こ
で
、
少
し
ケ

ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
に
つ
い
て
お
話
し
た

こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
以
前
、
広

報
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
斎
藤
綾

子
さ
ん
も
紹
介
し
て
い
ま
し
た
が
、

中
川
町
で
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ち

ゃ
い
む
の
腰
壁
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

少
し
オ
レ
ン
ジ
か
か
っ
た
木
目
が
特

徴
の
材
で
す
。

　

草
木
染
に
す
る
と
赤
褐
色
に
染
ま

り
ま
す
。
昔
は
赤
色
に
染
め
る
に
は

ハ
ン
ノ
キ
の
樹
皮
か
イ
チ
イ
の
心
材

し
か
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
赤
く
色

が
出
る
皮
の
部
分
を
生
木
の
時
に
傷

を
つ
け
る
と
、
そ
の
傷
口
か
ら
赤
く

血
が
滲
み
出
た
よ
う
に
な
る
こ
と
か

ら
別
名
「
血
の
木
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

今
回
の
研
修
会
を
通
し
て
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
が
草
木
で
染
め
た
も
の

を
普
段
使
い
し
て
い
た
だ
け
る
き
っ

か
け
に
な

れ
ば
う
れ

し
い
な
と

思
い
ま
す
。

に
じ

『第二回　草木染』
田 代 絵 美
た しろ え み
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ー
ズ
を
乗
せ
た
お
つ
ま
み
を
作
ろ
う

と
思
い
、
試
作
を
は
じ
め
ま
し
た
。

そ
の
段
階
で
他
の
材
で
も
ス
モ
ー
ク

し
て
み
て
、
食
べ
比
べ
で
き
る
よ
う

に
し
、
木
の
話
で
盛
り
上
が
れ
ば
い

い
な
と
思
い
、
3
種
類
の
木
（
ミ
ズ

ナ
ラ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
・
エ
ゾ
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
）
を
使
っ
た
ス
モ
ー
ク
チ
ー

ズ
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
番
人
気
は
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
で
し

た
。
香
り
が
す
ご
く
い
い
と
評
判
で

し
た
が
、
ス
モ
ー
ク
に
す
る
の
が

一
番
難
し
く
ク
セ
の
あ
る
木
で
し

た（
笑
）

　

今
後
も
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
ス
モ

ー
ク
を
出
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
他
の
食
材
に
も
挑
戦

し
て
い
き
た
い
の
で
、
美
味
し
い
燻

製
の
や
り
方
が
あ
っ
た
ら
、
み
な
さ

ん
教
え
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

地
元
で
考
え
、
新
し
く
価
値
を
生

み
出
し
た
も
の
を
通
し
て
、
日
々
の

生
活
が
豊

か
に
な
っ

て
い
く
と

と
て
も
楽

し
い
で
す

ね
。

　
　
　
　

食
と
観
光
・
情
報
発
信
担

　
　
　

当
の
尾
藤
剛
弘
で
す
。
今
月

　
　
　

は
町
内
イ
ベ
ン
ト
の
ご
紹
介

　
　
　

で
す
。
木
と
暮
ら
す
テ
ー
マ

　
　
　

の
も
と
、
11
月
26
日
に
天
塩

　
　
　

中
川
駅　

交
流
プ
ラ
ザ
で
行

わ
れ
た
1
日
だ
け
の
「Teshiogawa

Oak Session

」
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
大
手
ウ
ィ
ス
キ
ー
会
社

に
樽
用
ミ
ズ
ナ
ラ
を
供
給
す
る
北
日

本
木
材
の
川
田
氏
を
講
師
に
お
迎
え

し
、
北
大
研
究
林
北
管
理
部
と
中
川

町
が
共
同
で
ミ
ズ
ナ
ラ
の
調
査
を
行

い
、
意
見
交
換
を
行
う
も
の
で
し
た
。

私
は
、
山
の
調
査
を
し
た
後
の
懇
談

会
に
て
「
な
か
が
わ
の
森
の
心
」
で

お
も
て
な
し
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
ま
し
た
。

　

わ
が
町
に
は
、
ミ
ズ
ナ
ラ
を
使
っ

た
木
工
ク
ラ
フ
ト
作
品
が
あ
り
、
ま

た
そ
れ
を
削
り
出
す
時
に
生
ま
れ
る

ス
モ
ー
ク
チ
ッ
プ
の
商
品
が
あ
る
の

で
、
木
製
の
食
器
に
、
燻
製
し
た
チ

『norari～自然豊かに丁寧な暮らしを vol.2』
尾 藤 剛 弘
お とう たけ ひろ

問い合わせ先　産業振興課産業振興室　☎7－2816
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日
頃
の
で
き
ご
と
や
風
景
・
季
節
に
感
じ
た
こ

と
思
っ
た
こ
と
を
短
歌
で
一
首
ま
た
は
、
俳
句
で

一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

短
歌
や
俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

 

短
歌
同
好
会　

俳
句
紫
苑
会　

　
　

   

連
絡
先（
ど
ち
ら
も
）古
市
和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

☎
7
・
2
8
5
0

●
月
刊
会
報
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
ご
希
望
の
方
は
、

　

年
会
費
5
0
0
円
の
購
読
会
員
制
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局
（
古
市
和
子
さ
ん

　

☎
7
・
2
8
5
0
）
へ

　

お
願
い
し
ま
す
。

し
お
ん

〔
短　

歌
〕　

今
月
の
お
題
「
ト
ン
ネ
ル
」
ま
た
は
自
由
詠

愛
で
お
り
し
秋
の
花
ば
な
無
残
な
る
姿
に
変
え
て
暴
風
過
ぎ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

陽
子

伸
び
放
題
の
枯
草
の
庭
ひ
っ
そ
り
と
一
匹
抜
け
く
る
猫
の
ト
ン
ネ
ル　
　
　
　
　
　
　

小
林　

淑
子

遠
き
日
の
旅
の
景
色
が
浮
か
び
来
る
夕
日
の
色
の
柿
を
剥
く
と
き　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

ト
ン
ネ
ル
に
入
り
三
秒
後
に
は
探
し
い
る
出
口
よ
り
と
ど
く
微
か
な
光
を　
　
　
　
　

山
内　

智
子

「
焼
き
芋
〜
」
の
声
が
流
れ
る
黄
昏
を
バ
イ
ト
学
生
鼻
唄
で
行
く　
　
　
　
　
　
　
　

山
内
美
津
枝

偽
装
せ
る
平
和
な
り
し
か
七
十
年
今
ま
た
似
た
る
ト
ン
ネ
ル
の
口　
　
　
　
　
　
　
　

曇
り
の
ち
？

戦
争
の
無
残
を
知
ら
ぬ
こ
の
人
を
宰
相
に
し
て
わ
れ
ら
の
母
国　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
里
霧
中
？

生
き
て
い
る
だ
け
で
足
り
る
と
思
え
と
や
憲
法
三
原
則
か
す
み
ゆ
く
中
で　
　
　
　
　

風
前
の
？

〔
俳　

句
〕

朝
寒
や
見
な
れ
ぬ
鳥
の
枝
に
群
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

廣

肌
寒
し
林
道
を
行
く
パ
ト
ロ
ー
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

廣

冬
仕
度
胸
戸
の
隙
に
は
何
を
貼
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

只
野
人

今
日
も
鍋
明
日
ま
た
鍋
か
葱
を
噛
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

只
野
人

摘
み
と
り
て
残
菊
の
香
を
い
と
お
し
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

冬
近
き
川
面
に
重
き
雲
の
影　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸
広岡浅子が生きた時代

みんなが知りたかった！ マイナンバーで
得する人損する人

地域おこし協力隊

オイコノミア

アレルギーでも食べられる
しあわせケーキ

猟師の肉は腐らない

さる年のゆる文字年賀状

羽生結弦語録

下町ロケット2　ガウディ計画

竃河岸

墓標なき街

わかれ

明治・金色キタン

ウォーク・イン・クローゼット

もうぬげない

ナイトサファリのサバイバル1・2

ワンダー

三栄書房

ＴＡＣ出版編集部

椎川　忍　他 著

又吉　直樹 著

柴田書店

小泉　武夫 著

宇田川　一美 著

羽生　結弦 著

池井戸　潤 著

宇江佐　真理 著

逢坂　剛 著

瀬戸内　寂聴 著

畠中　恵 著

綿矢　りさ 著

ヨシタケシンスケ 著

ゴムドリｃｏ 著

Ｒ・Ｊ・パラシオ 著
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と
な
り
ま
せ
ん
。

※
支
給
額
が
、
5
0
0
円
以
下
の

　

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
自
己
負
担
限
度
額
の
所
得
区
分

　

は
、
毎
年
7
月
31
日
現
在
の
所

　

得
区
分
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

6 7万円
5 6万円
3 1万円
1 9万円

現役並み所得者
一　　　　　般

住　民　税
非課税世帯

所 得 区 分

（年額：8月1日～翌年7月31日）

合算した場合の限度額
自己負担限度額

区分Ⅱ
区分Ⅰ

　

同
じ
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
加
入
者
の
方
全
員
が
1
年
間

に
支
払
っ
た
「
お
医
者
さ
ん
に
か

か
っ
た
と
き
の
自
己
負
担
額
」
と
、

「
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
と
き
の
利
用
者
負
担
額
」
を

合
算
し
た
金
額
が
、
下
表
の
「
合

算
し
た
場
合
の
限
度
額
」
を
超
え

る
と
、
超
え
た
分
が
高
額
介
護
合

算
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
額
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
と
介
護
保
険
で
支
払
っ
た
自

己
負
担
額
の
割
合
に
応
じ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
保
険
者
か
ら
支
払
わ
れ

ま
す
。

※
毎
年
8
月
か
ら
そ
の
翌
年
7
月

　

末
ま
で
の
医
療
保
険
と
介
護
保

　

険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
を
も

　

と
に
計
算
し
ま
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
ま
た
は

　

介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
い

　

ず
れ
か
が
0
円
の
場
合
は
対
象

「
高
額
介
護
合
算
療
養
費
」

の
制
度
と
申
請
手
続
き

75
歳
以
上
の
方
と
65
歳
〜
74
歳
で
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方
が
対
象

内
を
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
8
月
1
日
か

ら
平
成
27
年
7
月
31
日
ま
で
の
間

に
町
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
や
他

の
医
療
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
さ
れ
た
方
な
ど
は
、

以
前
の
医
療
保
険
や
介
護
保
険
で

の
自
己
負
担
額
証
明
書
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
広
域
連
合

で
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
健

康
や
医
療
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
希
望
す
る

方
を
対
象
に
医
療
費
通
知
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
通
知
の
送
付
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
役

場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
「
送
付
を
希
望
す
る
」

こ
と
を
ご
連
絡
い
た
だ
い
て
い
る

方
は
、
再
度
の
ご
連
絡
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

●
医
療
費
通
知
と
は
？

　

半
年
ご
と
（
1
〜
6
月
、
7
〜

12
月
）
に
病
院
な
ど
で
診
療
を
受

け
た
と
き
に
か
か
っ
た
医
療
費
の

●
所
得
区
分

①
現
役
並
み
所
得
者
‥
住
民
税
の

　

課
税
所
得
が
1
4
5
万
円
以
上

　

あ
る
加
入
者
と
そ
の
方
と
同
じ

　

世
帯
に
い
る
加
入
者
の
方
で
す
。

②
区
分
Ⅱ
‥
世
帯
全
員
が
住
民
税

　

非
課
税
で
あ
る
方
に
適
用
さ
れ

　

ま
す
。

③
区
分
Ⅰ
‥
世
帯
全
員
が
住
民
税

　

非
課
税
で
あ
り
、
次
の
い
ず
れ

　

か
に
該
当
す
る
方
に
適
用
さ
れ

　

ま
す
。

・
世
帯
全
員
が
所
得
0
円
の
方

　

（
公
的
年
金
収
入
の
み
の
場
合
、

　

そ
の
受
給
額
が
80
万
円
以
下
）

・
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
さ
れ
て

　

い
る
方

④
一
般
‥
①
〜
③
以
外
の
方

《
申
請
手
続
き
》

　

平
成
26
年
度
分
（
平
成
26
年
8

月
1
日
か
ら
平
成
27
年
7
月
31
日

ま
で
）
の
期
間
に
つ
い
て
支
給
の

対
象
と
な
る
方
に
は
、
平
成
28
年

1
月
以
降
に
申
請
手
続
き
の
ご
案

額
を
と
り
ま
と
め
、
毎
年
3
月
と

9
月
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

　

受
診
年
月
、
診
療
を
受
け
た
病

院
な
ど
の
名
称
、
診
療
区
分
、
日

数
、
医
療
費
の
総
額
が
一
覧
で
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

診
療
を
受
け
た
記
録
が
な
い
場

合
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

診
療
内
容
の
審
査
な
ど
の
都
合
で

一
部
の
受
診
記
録
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
な
ど
の
「
医

療
費
控
除
」
の
領
収
書
の
代
わ
り

と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
域
連
合

☎
0
1
1
・
2
9
0
・
5
6
0
1

中
川
町
役
場
住
民
課
住
民
サ
ー
ビ

ス
室
後
期
高
齢
者
医
療
担
当

　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
4

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

医
療
費
通
知

7

6

7

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

9 広報なかがわ
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国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及
び
地
方
税
法
上
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
平
成
27
年
1
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

方
に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
送
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
時
に
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
書

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
（
平
成
27
年
10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
2
月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
。）

　

な
お
、
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
年
金

事
務
所
の
ほ
か
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
時
に
も
心

強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
0
5
7
0
・
0
5
8
・
5
5
5
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は

　
　
　
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

幌
延
町
に
お
け
る
深
地
層
研
究
施
設
事
業
に
伴
い
、
隣
接
し
て
い
る
中
川
町
が
電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
事
業
の
対
象
地
域
と
な
り
、
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
交
付
金
は
、
当
該
施
設
を
含
む
発
電
用
施
設
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
公
共
施
設
の
整
備
促
進
な

ど
に
よ
っ
て
、
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
や
産
業
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
本
交
付
金
で
福
祉
対
策
措
置
と
し
て
中
川
町
幼
児
セ
ン
タ
ー
保
育
事
業
を
行
い
、

1
0
6
0
万
6
6
4
4
円
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
3
月
に
「
中
川
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」
を
策
定
し
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
構
築
を
重
要
施
策

の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
働
き
な
が
ら
子
育
て
を
し
て
い
る
住
民
の
生
活
支
援
と
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
、
保
育
士
の
人
件
費
に
活
用
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
総
務
課
企
画
財
政
室　

☎
7
・
2
8
1
9

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

企
業
の
地
域
貢
献
に

　
感
謝
状
が

　

お
く
ら
れ
ま
し
た

企
業
の
地
域
貢
献
に

　
感
謝
状
が

　

お
く
ら
れ
ま
し
た

　

役
場
駐
車
場
舗
装
補
修
作
業
に
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た

北
海
舗
道
株
式
会
社　
様
（
高
木
常
芳
代
表
取
締
役
）
に
対

し
、
川
口
町
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2819

工事・業務名
入　札　結　果

第1回
契約金額（円） 落札率 工事などの概要 期　　間

入札・見積り合わせ
参加業者

（※落札業者）

会議室・研修室
テーブル・イス一式
講堂・図書室・ホール
什器等一式

連結財務4表作成一式

2,862,000

972,000

予定価格（円）

平成27年度　
財務諸表作成業務委託

平成27年度　
佐久地区公民館
備品購入
（テーブル椅子等什器）

2,650,000

2,700,000

2,720,000

900,000

第2回

着手　平成27年12月3日

完了　平成28年3月22日

納入期限
　　　平成28年1月20日

2,906,584

1,188,000

※横山家具店

㈲大須賀工務店

ＨＤ企画

※㈱吉岡経営センター

98.5％

81.8％

　

1
1
0
番
は
、
緊
急
の
事
件
・
事
故
な
ど
を
、
い
ち
早
く
警
察
へ

通
報
す
る
た
め
の
緊
急
電
話
で
す
。

　

美
深
町
、
中
川
町
、
音
威
子
府
村
か
ら
の
1
1
0
番
は
、
旭
川
方

面
本
部
の
通
信
指
令
室
へ
通
報
さ
れ
ま
す
。

　

1
1
0
番
に
出
た
警
察
官
が
、
事
件
・
事
故
の
内
容
に
基
づ
い
て

必
要
な
事
項
を
質
問
し
ま
す
。
慌
て
ず
落
ち
着
い
て
正
し
く
答
え
て

く
だ
さ
い
。

　

警
察
官
が
早
く
現
場
に
到
着
で
き
る
よ
う
、
そ
の
場
所
の
住
所
や

付
近
の
目
標
と
な
る
建
物
な
ど
を
正
し
く
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

携
帯
電
話
で
1
1
0
番
す
る
場
合
、
車
で
移
動
し
な
が
ら
の
通
報

や
歩
き
な
が
ら
の
通
報
は
通
話
が
途
切
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

控
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
車
を
運
転
し
な
が
ら
の
通
報
は
法
令
違

反
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
車
を
安
全
な
場
所
に
停
止
し
て

通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

メ
ー
ル
1
1
0
番
は
、
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
が
携
帯
電
話
の

Ｅ
メ
ー
ル
機
能
を
利
用
し
て
緊
急
通
報
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
通
報

す
る
と
き
に
は
「
事
件
・
事
故
の
内
容
」
の
ほ
か
、「
住
所
や
目
標
と

な
る
建
物
」「
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
」
を
正
し
く
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　

緊
急
の
対
応
を
必
要
と
し
な
い
遺
失
物
・
拾
得
物
の
届
出
、
諸
手

続
に
関
す
る
照
会
な
ど
は
、
美
深
警
察
署
、
交
番
・
駐
在
所
の
電
話

を
、
相
談
や
警
察
業
務
に
関
す
る
意
見
・
要
望
は
、
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル

「
＃
9
1
1
0
」
の
警
察
相
談
専
用
電
話
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
電
話
、
Ｉ
Ｐ
電
話
等
で
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
が
利
用
で

き
な
い
場
合
は
、
0
1
6
6
―
3
4
―
9
1
1
0
の
番
号
に
お
か
け

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

美

深

警

察

署　

☎
2
・
1
1
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中

川

駐

在

所　

☎
7
・
2
0
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐

久

駐

在

所　

☎
8
・
5
0
7
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　

警
察
相
談
専
用
電
話　

☎
＃
9
1
1
0

駐 在 所

緊
急
は
1
1
0
番　

相
談
は
♯
9
1
1
0

緊
急
は
1
1
0
番　

相
談
は
♯
9
1
1
0

緊
急
は
1
1
0
番　

相
談
は
♯
9
1
1
0

自衛官などを募集します

【問い合わせ先】自衛隊旭川地方協力本部名寄出張所　☎01654－2－3921

自衛官候補生（男子） 高等工科学校生徒（一般）

平成28年４月１日現在
15歳以上17歳未満の男子

受付時にお知らせします
１次　平成28年１月23日　　　
２次　平成28年２月４日～７日

会場については、受付時にお知らせします

平成27年11月１日～
平成28年１月８日

18歳以上27歳未満
（採用予定月の１日現在）

年間を通じて受付しています

受験種目

応募資格

受付期間

試 験 日
会　　場

11月の入札契約結果についてお知らせします



保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　保健師　☎7－2813

【
今
月
の
テ
ー
マ
】

 　
帯
状
疱
疹
の
ホ
ー
ム
ケ
ア

と
痛
み
が
神
経
痛
と
し
て
強
く

残
っ
た
り
、
顔
面
な
ど
部
分
的

な
神
経
麻
痺
を
お
こ
す
こ
と
も

あ
る
た
め
、
早
め
に
適
切
な
治

療
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

左
右
ど
ち
ら
か
体
の
一
部
に

ピ
リ
ピ
リ
と
し
た
痛
み
や
違
和

感
を
感
じ
、
そ
れ
が
徐
々
に
強

く
な
っ
て
強
い
痛
み
が
4
〜
5

日
続
き
、
赤
い
ブ
ツ
ブ
ツ
が
で

て
、
次
第
に
帯
状
に
広
が
っ
て

い
き
ま
す
。
（
※
症
状
に
は
個

人
差
が
あ
り
ま
す
。）

　

免
疫
力
の
低
下
で
増
殖
し
て

き
た
ウ
イ
ル
ス
が
神
経
細
胞
を

傷
つ
け
な
が
ら
神
経
に
そ
っ
て

増
え
、
皮
膚
に
た
ど
り
つ
い
て
、

発
疹
や
水
ぶ
く
れ
を
お
こ
す
た

め
で
す
。

　

発
疹
が
水
ぶ
く
れ
と
な
り
、

2
週
間
程
で
か
さ
ぶ
た
と
な
っ

て
治
ま
り
ま
す
が
、
痛
み
や
か

ゆ
み
は
1
ヵ
月
位
続
き
ま
す
。

　

発
疹
の
出
始
め
は
特
に
ウ
イ

ル
ス
が
活
発
に
増
殖
し
て
い
る

た
め
、
治
療
が
遅
れ
る
と
重
症

化
し
た
り
、
神
経
痛
な
ど
の
後

遺
症
を
残
す
こ
と
が
あ
る
た
め
、

発
疹
が
で
て
か
ら
3
日
以
内
に

抗
ウ
イ
ル
ス
薬
を
飲
む
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
帯
状
疱
疹
か
な

と
思
っ
た
ら
、
早
め
に
皮
膚
科

ま
た
は
内
科
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

①
ま
ず
は
受
診
し
て
治
療
し
ま

し
ょ
う
。

　

抗
ウ
イ
ル
ス
薬
が
処
方
さ
れ

た
ら
、
指
示
通
り
7
日
間
服
薬

し
ま
し
ょ
う
。
内
服
を
途
中
で

中
断
す
る
と
ウ
イ
ル
ス
が
再
増

殖
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

内
服
中
は
、
薬
の
排
泄
を
促

す
た
め
に
、
水
分
も
多
め
に
摂

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
栄
養
と
十

分
な
休
養
。

　

体
の
免
疫
力
を
あ
げ
る
た
め

に
、
栄
養
と
休
養
は
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
家
庭
で
気
を
つ
け
た

い
事
と
し
て
は
、
水
ぶ
く
れ
や

痛
み
の
ケ
ア
と
、
周
り
の
方
へ

の
配
慮
で
す
。

 

水
ぶ
く
れ

　

水
ぶ
く
れ
の
中
に
は
ウ
イ
ル

ス
が
潜
ん
で
い
る
た
め
、
つ
ぶ

さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
に

は
、
で
き
る
だ
け
清
潔
に
し
て
、

細
菌
感
染
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

 

痛
み

　

帯
状
疱
疹
の
痛
み
は
神
経
の

痛
み
の
た
め
、
入
浴
な
ど
で
温

め
る
と
痛
み
が
和
ら
ぎ
ま
す
。

　

ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
の
働
き
を

助
長
さ
せ
な
い
た
め
に
も
冷
や

さ
な
い
こ
と
は
大
切
で
す
。

 

周
り
へ
の
配
慮

　

水
ぼ
う
そ
う
に
罹
っ
た
こ
と

の
あ
る
方
に
は
、
帯
状
疱
疹
は

感
染
し
ま
せ
ん
が
、
ま
だ
罹
っ

た
こ
と
の
な
い
乳
幼
児
や
妊
娠

中
の
方
へ
の
接
触
は
控
え
ま
し

ょ
う
。

　

帯
状
疱
疹
の
一
番
の
予
防
は
、

水
ぼ
う
そ
う
に
罹
ら
な
い
こ
と

で
す
。

　

予
防
接
種
の
対
象
と
な
る
1

歳
以
上
の
幼
児
期
に
予
防
接
種

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

水
ぼ
う
そ
う
は
感
染
力
が
強

い
た
め
、
予
防
接
種
の
効
果
で

流
行
が
少
な
く
な
る
こ
と
が
、

将
来
的
に
帯
状
疱
疹
を
減
ら
す

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

帯
状
疱
疹
は
、
免
疫
力
の
低

下
が
き
っ
か
け
で
起
こ
る
た
め
、

体
力
の
低
下
し
た
高
齢
者
や
免

疫
力
を
弱
め
る
治
療
（
抗
が
ん

剤
や
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
）
を
し
て

い
る
場
合
は
、
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。

　

免
疫
力
を
低
下
さ
せ
な
い
よ

う
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生

活
や
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
ま

な
い
工
夫
、
体
力
を
低
下
さ
せ

る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感

染
症
の
予
防
を
心
が
け
て
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。
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帯
状
疱
疹
の
特
徴
は
、
痛
み

を
伴
う
発
疹
や
水
ぶ
く
れ
が
、

身
体
の
左
右
ど
ち
ら
か
片
側
の

神
経
に
そ
っ
て
帯
状
に
で
て
く

る
こ
と
で
す
。

　

水
痘
帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
お
こ
る
た
め
、
子
ど
も

の
頃
に
水
ぼ
う
そ
う
に
罹
っ
た

こ
と
の
あ
る
人
に
、
加
齢
や
ス

ト
レ
ス
な
ど
に
よ
る
免
疫
力
の

低
下
が
き
っ
か
け
で
発
症
し
ま

す
。

　

人
か
ら
感
染
し
て
、
帯
状
疱

疹
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

水
ぼ
う
そ
う
は
一
度
か
か
る

と
、
免
疫
力
が
つ
く
た
め
、
二

度
と
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
ウ

イ
ル
ス
が
体
の
神
経
の
な
か
に

潜
み
、
免
疫
力
が
低
下
し
た
と

き
に
再
び
活
発
に
な
り
、
帯
状

疱
疹
を
お
こ
し
ま
す
。

　

帯
状
疱
疹
は
、
50
歳
頃
か
ら

増
え
始
め
、
加
齢
に
伴
っ
て
増

え
て
い
き
ま
す
。　

　

帯
状
疱
疹
で
は
、
悪
化
す
る

帯
状
疱
疹
と
は

気
を
つ
け
た
い
初
期
症
状

帯
状
疱
疹
の
ホ
ー
ム
ケ
ア

帯
状
疱
疹
の
予
防



食
べ
る
こ
と

育
つ
こ
と

「
食
」に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　栄養士　☎7－2813

　

昨
年
の
夏
に
実
施
し
た
食
育
に

関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

普
段
の
ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
酒
状
況

を
調
査
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

　

町
の
健
診
時
や
各
企
業
で
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
無
回
答

者
を
除
く
4
6
5
名
の
回
答
が
あ

り
、
左
図
①
の
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　

毎
日
飲
む
人
と
週
5
日
以
上
の

飲
酒
習
慣
が
あ
る
人
の
飲
酒
量
で

は
、
ビ
ー
ル
3
5
0
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
1
缶
相
当
（
1
日
平
均
純
ア
ル

コ
ー
ル
で
14
グ
ラ
ム
相
当
）
が
一

番
多
く
、
次
い
で
ビ
ー
ル
5
0
0

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
1
缶
（
20
グ
ラ
ム

相
当
）
が
多
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
多
量
飲
酒
と
さ
れ
る

ビ
ー
ル
5
0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
×

3
缶
以
上
（
純
ア
ル
コ
ー
ル
60
グ

ラ
ム
以
上
）
の
人
は
、
飲
酒
習
慣

の
あ
る
人
全
体
（
3
2
1
人
）
の

約
14
％
（
45
人
）
で
し
た
。

　

下
図
②
の
よ
う
に
、
今
回
の
調

査
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク

を
高
め
る
量
の
飲
酒
習
慣
が
あ
る

人
の
割
合
が
、
男
性
で
は
、
国
以

上
と
な
り
、
女
性
で
は
、
国
・
北

海
道
よ
り
も
高
い
割
合
に
な
り
ま

し
た
。

　

国
は
、
リ
ス
ク
を
高
め
る
量
を

飲
酒
し
て
い
る
人
の
減
少
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

※
国
…
…
…
平
成
22
年
国
民
健
康

　
　
　
　
　

栄
養
調
査
よ
り

※
北
海
道
…
平
成
23
年
健
康
づ
く

　
　
　
　
　

り
道
民
調
査
よ
り

　

国
は
、
1
日
平
均
純
ア
ル
コ
ー

ル
で
約
20
グ
ラ
ム
程
度
を
適
量
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣

病
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
量
と
し
て
、

1
日
当
た
り
男
性
40
グ
ラ
ム
以
上
、

女
性
20
グ
ラ
ム
以
上
と
し
て
い
ま

す
。

　

下
表
①
を
参
考
に
、
よ
く
飲
ん

で
い
る
量
と
純

ア
ル
コ
ー
ル
量

を
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

1
月
は
、
年
末
に
引
き
続
き
お

酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
る
時
期

で
す
。
適
量
で
あ
れ
ば
、
「
百
薬

の
長
」
と
な
る
お
酒
も
、
飲
酒
量

の
多
い
日
が
続
い
た
り
、
そ
れ
が

習
慣
化
す
る
と
、
体
に
悪
い
影
響

を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

体
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
飲
酒
を

楽
し
む
為
に
は
、
適
量
を
知
り
、

守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
参

考
に
、
普
段
の
ア
ル
コ
ー
ル
量
や

自
身
の
適
量
に
つ
い
て
確
認
し
、

上
手
に
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
を
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

実
は
多
い
？

　
　
　

中
川
町
の
飲
酒
量

中
川
町
の
飲
酒
状
況
は
？

中
川
町
の
飲
酒
量
は
？

知
っ
て
お
き
た
い
！

　
　
　
　

飲
酒
の
〝
適
量
〞

〝
速
報
2
弾
〞食
育
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
！
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大
人
も
子
ど
も
も
、
自
分
の

言
動
や
行
動
を
頭
ご
な
し
に
否

定
さ
れ
る
と
、
い
い
気
持
ち
は

し
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
そ
う
と
わ
か
っ
て
い

て
も
慌
た
だ
し
い
毎
日
の
生
活

の
中
で
、
つ
い
つ
い
子
ど
も
が

発
す
る
言
葉
の
先
か
ら
、
「
ダ

メ
」
「
ま
た
始
ま
っ
た
」
「
早

く
」
な
ど
、
子
ど
も
の
言
葉
に

耳
を
傾
け
ず
、
結
論
づ
け
を
大

人
は
し
が
ち
で
す
。

　

こ
の
や
り
と
り
の
積
み
重
ね

か
ら
子
ど
も
が
学
ぶ
こ
と
は
、

〝
大
人
が
変
わ
る
と
・・・
〞

『
何
を
言
っ
て
も
わ
か
っ
て
も

ら
え
な
い
自
分
』
と
い
う
、
強

い
否
定
感
で
す
。

　

子
ど
も
が
言
う
こ
と
を
聞
か

な
い
の
は
、
聞
い
て
も
ら
え
な

い
か
ら
、
聞
こ
う
と
し
な
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

や
っ
て
欲
し
く
な
い
こ
と
ば

か
り
す
る
の
は
、
そ
の
行
動
が

意
味
す
る
こ
と
を
わ
か
っ
て
欲

し
い
か
ら
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

「
私
を
見
て
、
私
の
言
葉
を

聞
い
て
、
私
の
心
を
感
じ
て
」

と
必
死
で
訴
え
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ち
ょ
っ
と
だ
け
で
い
い
の
で

す
。
少
し
ず
つ
で
い
い
の
で
す
。

子
ど
も
の
声
に
耳
を
傾
け
、
子

ど
も
の
行
動
を
見
守
り
、
子
ど

も
の
思
い
に
寄
り
添
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
い
つ
も
と
違
う
子

ど
も
の
姿
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

大
人
の
子
ど
も
へ
の
見
方
が

変
わ
る
と
、
子
ど
も
は
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。

　

自
分
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
も

ら
え
る
喜
び
を
持
っ
て
、
子
ど

も
が
育
っ
て
い
く
よ
う
に
と
願

い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
大
人
の
見
守
り

で
、
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
を
支

え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

問い合わせ先　子育て支援センター　☎7－2118

こんにちはこんにちはこんにちは赤ちゃん赤ちゃん赤ちゃん

お父さん  淳一 さん
お母さん  奈々 さん

青 山 来 鈴ちゃん
き ら

お父さん  　翼　 さん
お母さん  笑子 さん

岡　琴葉ちゃん•若菜ちゃん
こと は わか なそ ら

お父さん  章浩 さん
お母さん  悠理 さん

下 村 空 來ちゃん



火災・救急出動件数

火災出動　0件
救急出動　68件

平成27年11月30日現在

中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
か
ら

『
消
防
団
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。』

　

中
川
消
防
団
で
は
現
在
男
性
、
女
性
と
も
に
消
防
団
員
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
消
防
団
に
興
味
の
あ
る
方
は
中
川
消
防
支

署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

毎
年
降
雪
と
と
も
に
、
全
国
各
地
で
除
雪
作
業
中
の
事
故
が
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
屋
根
か
ら
の
転
落
事
故
や
落
雪
に
よ
る
生
き
埋

め
事
故
、
除
雪
機
へ
の
巻
き
込
み
事
故
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
周
囲
の
状
況
を
確
認
し
て
複

数
人
で
の
作
業
を
心
が
け
、
命
綱
等
に
よ
る
自
己
確
保
、
滑
り
止
め
の

つ
い
た
靴
な
ど
を
履
い
て
作
業
す
る
よ
う
に
す
る
な
ど
し
て
安
全
対
策

の
徹
底
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

除
雪
作
業
中
の

　
　
　

事
故
防
止
対
策
に
つ
い
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て

命綱➡

⬅保護帽

⬅軽くて使い
　やすい除雪道具

⬆滑り止め

中
川
消
防
支
署
へ
の
ご
相
談
、お
問
い
合
わ
せ
は
☎
7
・
2
1
1
9
番
ま
で

11月17日●議 会 総 務 常 任 委 員 会
11月18日●なかがわスポーツくらぶ企画運営委員会
11月26日●農　　業　　委　　員　　会
11月27日●議 会 経 済 常 任 委 員 会
11月30日●民 生 委 員 協 議 会 定 例 会
12月2日●第 2 回 地 方 創 生 推 進 会 議
　　　　●選　挙　管　理　委　員　会

議会・各種委員会の開催状況

あ
り
が
と
う　
　
　

　
　
　

ご
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会
福
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議
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一
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に
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季
節
の
も
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を
含
め
て
次
の
方
よ

り
「
志
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昇
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匿
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二
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桑
原
宏
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様
（
77
歳
）

大
富　

平
木
智
次　

様
（
92
歳
）

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す
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出
初
式
は
新
春
を
告
げ
る
風
物
詩
と
し
て
、
全
国
各
地
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
6
年
の
年
頭
に
あ
た
っ
て
、
中
川
消
防
団
が
獅
子
舞
と
と
も
に
無
火
災
、
家

内
安
全
を
祈
願
し
中
川
市
街
を
練
り
歩
き
舞
を
披
露
い
た
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
観
覧
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

出　
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平
成
28
年
1
月
7
日（
木
）

獅
子
舞
披
露　

9
時
〜　

中
川
町
内

出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
す

出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
す



　12月11日（金）、幼児セ
ンターで毎年恒例の餅つ
きが開催されました。
　園児たちは自分の背丈
と同じくらいの杵を持ち、
一生懸命餅つきを頑張り
ました。
　出来たお餅はお雑煮や
きなこ餅、あん餅にしてお
いしくいただきました。

〒098-2892  北海道中川郡中川町字中川337番地　☎（01656）7－2811
中川町HPアドレス  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp
中川町携帯用サイト  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp/i
　　　　　　　　　　　　　　（NTTドコモの「i-mode公式メニュー」からもごらんになれます。）
E-mailアドレス  nakagawa@hokkai.or.jp

携帯用サイトアドレスが二次元バーコードで簡単入力可能
（ご使用にあたっては、携帯の取扱説明書をごらんください）

町の人口
（11月30日現在）

人　　口

男

女

世 帯 数

1,688人（－14）

845人（－11）

843人（－3）

852戸（－13）

発行　中川町　　編集　総務課総務町政室　　印刷　国　境

（　）は前月末との差を示します。

この広報紙は道産間伐材を使用しています。

　11月27日（金）生涯学習センターちゃいむにて、北海道大学理学研究院・理学院教授の圦本尚義（ゆ
りもと　ひさよし）さんによる宇宙講演会「宇宙人、はやぶさ、地球人」が開催されました。
　5年前、奇跡的な地球への帰還で世界中の話題となった小惑星探査機「はやぶさ」。このはやぶさが
もたらした小惑星イトカワの微粒子を研究されている圦本先生が、微粒子の研究成果や宇宙全般のこと
をお話しされました。
　講演会の後半では、学生時代に圦本先生に指導を受けていた亀井義昭さん（誉）とのトークセッショ
ンが行われ、亀井さんが事前に聞いていた、児童クラブの子どもたちからの宇宙に関する質問や会場か
らの質問に、圦本先生のわかりやすく丁寧な回答を聞いていると、遥かな宇宙と中川町の距離が少し近
づいた気持ちになった講演会でした。


